
特性補償狭帯域低周波増幅器（第２報）

武石泰亮＊

（受理昭和42年５月３１日）

ＮＡＲＲＯＷ－ＢＡＮＤＬＯＷ雪FREQUENCYAMPLmmRWITH
COMPENSATEDCHARACTERISTICS（Report２）

－ＰｒｏｐｏｓａｌｏｆＥｍｐｌｏｙｍｅｎｔｏｆａｎＲＬＣＢｒｉdgedTNetwork-

TaisukeTAKEISHI＊

Alow-frequencyamplifierisproposedwhichisofcompensatedcharacteristicsandhas
higherQﾉSthanthoseoftwin-Tnetworks．Ａβ-networkofafeed-backloopconsistsofan
RLCbridged-Tnetwork・ＴｈｅｈｉｇｈＱｉｓａｔｔａｉｎｅｄｂｙｕｓｉｎｇｏｆａｈｉgh-Qinductancecoilin
theβ-network・ObservedvalueofQarealmosｔｌＯｔｉｍｅｓａｓｈｉｇｈａｓｔｈｅＱｏｆｔｗｉｎ－Ｔｎｅtworks
(0.25～0.5）atthefrequencyoflOOHz．

1.はしがき

微小電圧を検出するための，総合利得200ｄｂ以上

の高利得の低周波狭帯域増幅器では，６０C/Sの電源

により誘導されるハムの除去に特に注意せねばならな

い．前論文1)2)では双Ｔ回路を負帰還回路とし，この

回路の選択（通過）特性と消去特性を差動増幅器で組

合せた場合の増幅器の周波特性について報告した．双

Ｔ回路のＱは0.25～0.s程度であり，ハムを除くに

はまだ十分でなかった．本論文では，β回路網として

ＲＣＬ橋絡Ｔ回路を用いればすぐれた周波数選択特

性が得られることを報告する．

２．橋絡Ｔ回路をβ回路網とした特性補償狭帯域

低周波増幅器

増幅器のブロックダイヤグラムを図１に，また，β

回路網を図２に示す．

この増幅器の利得は（Ａ３は増幅度をＩより１，１１

より－１とすれば)'>2）
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周波数選択特性の良し悪しの目安として等価帯域幅
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4のはこの増幅器の前後に縦続する増幅器等の特性に

より決る2)．Ｂが小さい程，増幅器の選択特性はすぐ

れている．Ａ２をいろいろに変えて上記のＢを最小に
すると
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となり，その軌跡は図３に示されている．また，振幅
特性，，位相特性はそれぞれ

３．実験結果

増幅器として図４に示されるものを作った．ＲＬＣ

橋絡Ｔ回路の特性を図５に示す．まずβ回路を×印
点で切ってＶ，の下の球のグリッドより信号を入れ
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β回路綱のＱの改良でＢ秘の値を約１０分の１以

下にできた．補償を行なわない増幅器は選択周波数以

外で魚なる増'''…壷…混入した傘ﾑ電
圧を完全に除去することは従来困難であった．しかし

補償を行なったＲＬＣ橋絡Ｔ回路を用いた狭帯域増

幅器でこの困難を除ける．

木研究には，木学永田教授，浦上助手，卒業研究学

生杉坂政典（現広島大学大学院工学研究科学生）の諸

氏の御指導，御助力があった．深く感謝します．
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v，の負荷抵抗を調整しｖ２の出力を×印点で測定

し，入力の,0倍が得られるようにして，Ａ１＝'０にす

る．ついで×印点を接続する．このときｖ２の出力

インピーダンスが小さいのでＡ１＝１０の条件は変わら

ないものと考えてよい．カソードホロワの出力（図４

の）と差動増幅器の出力とを２０～''00Ｃ／Ｓの入力信

号について測定し,G(=|☆1)･として図
６に示される結果を得た．β回路網に双Ｔ回路を使っ

た場合（図６のGTT）にくらべて，本装置の方が選

択特性の点ですぐれている．
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